




















































































































































































































































































































































































































































































父 母 に 対 し て 自 ら の 生
身を養ってくれた恩があると説く点は同様だが、
自らの法





で あ る た め こ こ で は 説 明 を 割 愛 す る 。
さらに道世


























し か し 第 二 願 全 体 の 内 容
から考えるならば、
千観は法身恩は師僧に対して報いるも











観 は 同 様 の こ と を 述 べ て い る 。
仏種従縁起。































































































































































































め る の で あ る 。
この他、
石田瑞麿氏にすでに指摘されているように
切 女 人 即 是 悲 母 。
之 恩 等 無 差 別 。
一切女
猶 如 現 在 父 母
す な わ ち こ こ で は 一 切 の 衆 生 は 輪 廻 転 生 を 繰 り 返 す 中 で 互いに父母となっているといい、
一切の男子、
一 切 の 女 子 に







































































































































































































こ の 生 身 恩 ・ 法










檀 那 や 童 僕 が 自 ら の 内 や
外 か ら 支 え て く れ た こ と 、
そのような直接的・間接的関わ
りのすべてに対し生身の恩と捉え、
そ こ に 関 わ っ た す べ て
の人々を報恩の対象と見なすのである。
一 方 で 、
現世において関わる親縁・疎縁のすべての人々
に 報 恩 の 意 志 を 向 け る こ と は 、
必ずしも『大乗本生心地観





















衆 生 恩 な ど の 普 遍 的 な 恩 の 意 識 と も 別 で あ る 。
むしろ
























































































































































































































































































































































( 11 ) 『 十 願 発 心 記 』 第 八 願 ( - 八 一
頁）
に、
























姿 を 見 た り 、
あるいは誉めたり貶したり






( 12 ) 『 十 願 発 心 記 』
八三頁。
文 中 の 口 は 欠 字 。
(13)









新 脩 大 蔵 経 、
巻四0、
四五頁）。


















次 の 文 は 『 金 剛 般 若 疏 』
（大正新









報 法 身 恩 故 住 王 舎 城 。
為 報 生 身 恩 故 住 舎
衛 國 。 所 以 者 何 ゜
佛在
王舎城摩伽陀國得道。














於 多 人 慮 教 化 衆 生 。






を 明 確 に せ ず 、
土地との関わりを
恩に帰着させる例といえる。
( 19 ) 『 十 願 発 心 記 』
一








な お こ の

























































































































方 今 同 尋 栴 檀 林 之 香 、
共 受 醍 醐 教 之 味 。
敬 順 之 志 、
父
恩如軽慈愛、誠母徳似薄飲泉。宿樹皆箇昔縁。結契通情、豊営今語乎。























縁 を 結 び 、
それぞれに恩を持ち合っている、
という考え方
い て い る の で あ る 。
（比叡山専修院・叡山學院編『恵心僧都
四 二 頁 ） の 中 の 一 節 で あ る 。
七
